
ニ
ー
ク
な
二
大
思
想
家
を
医
学
的
な
観
点
か
ら
も
そ
の
視
野
に
と
ら
え

た
点
で
、
大
き
く
評
価
で
き
る
。
著
者
は
昌
益
研
究
の
有
数
の
権
威
者

で
あ
り
、
会
員
諸
氏
に
一
読
を
お
す
す
め
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
吉
元
昭
治
）

〔
甲
陽
書
房
、
東
京
都
千
代
田
区
神
保
町
二
’
一
○
、
電
話
○
三
’
三
二
六

一
’
二
二
六
○
、
平
成
四
年
十
月
刊
四
六
判
、
三
○
八
頁
、
定
価
三
八

六
三
円
〕

日
本
医
史
学
研
究
に
お
け
る
一
つ
の
目
的
は
、
学
術
そ
れ
自
体
の
生

成
発
展
や
影
響
関
係
を
究
明
す
る
事
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
物
の
日
常
生

活
や
、
思
想
と
技
術
の
確
立
に
至
る
生
涯
、
地
域
的
展
開
を
背
景
に
し

た
師
弟
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
事
等
で
あ
ろ
う
。
幕
末
維
新
期
の
欧
米

諸
国
か
ら
の
学
術
の
導
入
と
定
着
の
観
点
か
ら
、
こ
の
変
革
期
を
生
き

た
医
学
関
係
者
の
自
伝
や
評
伝
が
意
義
深
い
所
以
で
あ
る
。

本
書
の
意
義
は
、
謙
斎
の
ベ
ル
リ
ン
留
学
中
の
五
年
余
（
明
治
三
年
十

二
月
ｌ
同
九
年
五
月
）
の
間
、
留
守
宅
に
お
き
た
長
男
誕
生
と
実
兄
・
義

父
・
妻
の
死
去
と
に
揺
れ
る
言
状
内
容
や
、
謙
斎
が
う
け
た
文
化
衝
撃

と
そ
の
文
化
変
容
、
お
よ
び
、
謙
斎
「
回
顧
録
」
に
見
え
る
医
学
修
業

期
の
姿
、
に
あ
り
、
長
与
專
斎
、
石
黒
忠
恵
等
に
比
し
て
、
声
高
に
語

ら
れ
な
か
っ
た
生
涯
の
自
覚
を
聞
き
取
る
こ
と
は
評
伝
に
関
心
を
も
っ

者
の
喜
び
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
の
標
題
（
筆
者
）
を
示
せ
ば
、
次
の
通

高
崎
斐
子
他
編
「
明
治
天
皇
の
侍
医
池
田
謙
斎
」

り
で
あ
る
。

家
譜
・
口
絵
（
池
田
謙
斎
・
入
沢
家
・
入
沢
家
両
親
・
謙
斎
家
族
・
辞
令
）

序
文
（
大
鳥
蘭
三
郎
・
酒
井
シ
ヅ
）
、
プ
ロ
イ
セ
ン
よ
り
の
書
簡
（
池
田
謙

斎
）
、
池
田
謙
斎
あ
て
各
氏
書
簡
（
石
黒
忠
惠
・
岩
倉
具
視
・
大
山
巌
・
加

藤
弘
之
・
桂
太
郎
・
木
戸
孝
允
・
品
川
弥
二
郎
・
杉
孫
七
郎
・
高
木
兼
寛
・
外

山
正
一
・
中
江
篤
介
・
長
与
專
斎
・
長
谷
川
泰
・
浜
尾
新
・
土
方
久
元
・
福
地

源
一
郎
・
松
本
珪
太
郎
・
三
宅
秀
・
山
県
有
朋
）
、
回
顧
録
（
池
田
謙
斎
）
、

謙
斎
池
田
先
生
墓
碑
銘
（
入
沢
達
吉
）
、
池
田
男
爵
招
魂
碑
（
吉
原
義
雄
）
、

父
謙
斎
の
思
い
出
（
高
崎
斐
子
）
、
筆
の
ま
に
ま
に
（
高
崎
斐
子
）
、
久
子

物
語
（
入
沢
達
吉
）
、
池
田
謙
斎
一
（
堀
江
健
也
）
、
池
田
謙
斎
伝
補
遺
（
長

門
谷
洋
治
）
、
『
明
治
天
皇
記
』
の
な
か
の
池
田
謙
斎
、
賊
文
（
池
田
允
彦
．

安
部
恭
子
）
、
池
田
謙
斎
年
譜
。

謙
斎
生
涯
の
概
略
は
本
書
収
録
の
堀
江
健
也
、
長
門
谷
洋
治
両
氏
の

記
事
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
謙
斎
本
人
の
『
回
顧
録
」
は
明
治
三
四

年
、
六
一
歳
時
の
口
述
筆
記
に
基
づ
き
、
大
正
六
年
、
喜
寿
の
祝
い
で

親
戚
に
印
刷
頒
布
し
た
（
入
沢
達
吉
識
語
）
が
、
十
五
年
後
の
印
刷
に
際

し
訂
正
も
せ
ず
、
回
顧
録
特
有
の
記
憶
違
い
の
箇
所
も
残
っ
て
い
る
。

内
容
は
前
半
生
の
医
学
修
業
時
代
に
止
り
、
医
学
教
育
、
医
療
、
侍
医
、

軍
医
な
ど
の
明
治
期
の
諸
制
度
確
立
過
程
に
関
わ
る
記
述
は
少
な
い
。

本
稿
で
は
人
間
的
側
面
に
焦
点
を
あ
て
、
『
回
顧
録
」
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン

よ
り
の
書
簡
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

『
回
顧
録
』
の
発
端
の
出
自
と
修
業
過
程
で
は
、
尊
皇
穰
夷
と
い
う
そ

の
時
代
特
有
の
若
者
の
思
想
と
行
動
と
が
示
さ
れ
て
興
味
深
い
。
例
え
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ば
渋
沢
栄
一
も
自
伝
『
雨
夜
證
』
で
、
幕
末
の
騒
然
た
る
世
情
を
目
撃

し
て
近
在
の
友
人
と
時
事
を
懐
慨
し
、
つ
い
に
文
久
三
年
、
居
所
の
武

蔵
国
血
洗
島
を
出
て
、
尊
皇
穰
夷
の
旗
揚
げ
計
画
を
練
る
に
至
っ
た
事

を
い
う
。
因
み
に
こ
の
血
洗
島
村
の
知
行
主
は
武
蔵
岡
部
に
拠
っ
た
安

部
氏
で
、
維
新
後
、
謙
斎
次
男
の
次
郎
が
こ
の
安
部
信
順
の
養
子
に
入

っ
て
い
る
。

謙
斎
の
「
回
顧
録
」
は
長
与
專
斎
、
石
黒
忠
惠
な
ど
幕
末
維
新
期
の

洋
学
者
の
そ
れ
に
較
べ
る
と
、
あ
ま
り
声
高
に
話
し
て
は
く
れ
な
い
。

口
述
内
容
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
留
学
時
代
で
終
っ
て
い
る
が
、
見
る
べ
き

内
容
は
新
潟
か
ら
出
て
江
戸
・
長
崎
で
の
修
業
記
事
に
あ
る
。
幕
末
の

蘭
学
修
業
者
に
共
通
し
た
所
は
既
に
專
斎
の
自
伝
『
松
香
私
志
』
で
知

ら
れ
る
が
、
幕
府
医
学
所
に
入
学
し
た
謙
斎
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

緒
方
洪
庵
逝
去
後
の
医
学
所
頭
取
と
な
っ
た
松
本
良
順
の
教
育
方
針
は

ポ
ン
ペ
直
伝
と
も
言
う
べ
く
、
医
学
所
を
単
に
外
国
語
習
得
の
施
設
に

せ
ず
、
医
学
中
心
に
自
然
科
学
全
般
を
勉
学
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
理
念
は
明
治
期
の
医
学
教
育
を
確
立
さ
せ
、
ま
た
、
外
国
語
教
育

の
意
義
を
近
代
学
校
教
育
制
度
下
の
高
等
教
育
に
定
着
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
謙
斎
が
尊
皇
撰
夷
思
想
か
ら
敵
を
知
る
べ
く
学
ば
ん
と
し
た

蘭
学
か
ら
、
西
洋
医
学
専
攻
に
転
じ
た
契
機
は
、
ま
さ
に
医
学
所
で
学

ん
だ
物
理
学
・
化
学
の
内
容
に
衝
撃
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
志

向
の
先
が
長
崎
伝
習
所
入
学
で
あ
り
、
ポ
ン
ペ
流
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基

づ
く
、
次
の
指
導
者
ボ
ー
ド
イ
ン
・
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
・
ハ
ラ
タ
マ
達

に
よ
り
、
自
然
科
学
全
般
と
、
医
学
各
論
・
病
院
実
習
の
教
育
を
受
け

た
の
で
あ
る
（
元
治
元
年
ｌ
慶
応
四
年
）
。

次
に
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
書
状
を
と
り
あ
げ
る
。
収
録
さ
れ
た
書
状
は

明
治
三
年
十
二
月
か
ら
六
年
十
二
月
ま
で
の
二
五
通
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
一
部
は
原
本
の
写
真
掲
載
も
あ
り
、
翻
字
さ
れ
た
活
字
文
と
照
合
で

き
る
。
こ
の
対
校
可
能
な
書
状
か
ら
み
て
も
、
原
文
翻
字
の
読
み
下
し

文
、
振
り
仮
名
に
つ
い
て
は
そ
の
原
則
を
凡
例
に
記
す
べ
き
で
あ
っ
た

し
、
誤
読
な
ど
の
問
題
も
あ
る
が
大
意
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
こ

こ
で
は
書
状
を
通
読
し
た
印
象
と
し
て
、
特
に
文
化
衝
撃
と
文
化
変
容

に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

謙
斎
が
米
・
英
・
和
蘭
を
経
て
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
の
は
、
普
仏

戦
争
後
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
た
時
点
だ
っ
た
の
で
、
ベ
ル
リ
ン
を

観
察
し
て
プ
ロ
シ
ャ
勝
利
の
原
因
を
学
問
に
あ
る
と
し
、
そ
の
上
で
「
和

蘭
は
真
に
西
洋
中
の
田
舎
」
と
言
い
、
蘭
学
培
養
の
西
洋
認
識
か
ら
訣

別
す
る
心
境
を
吐
露
し
た
。
他
方
、
そ
れ
は
日
本
の
封
建
制
批
判
を
促

し
、
国
家
意
識
を
鮮
明
に
さ
せ
て
い
る
。
侍
を
「
バ
ク
ト
の
親
玉
」
と

し
、
身
分
制
否
定
論
を
展
開
す
る
。
謙
斎
の
封
建
批
判
の
方
向
と
見
識

を
示
す
も
の
は
女
性
論
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
女
子
の
学
問
に
比
較
言

及
し
、
「
日
本
に
生
れ
候
女
は
因
果
に
御
座
候
（
中
略
）
男
も
人
壱
人
、

女
も
人
壱
人
、
高
下
の
差
別
」
は
無
く
、
「
唯
々
学
問
い
た
し
候
と
致
さ

ず
と
に
こ
れ
有
り
（
中
略
）
右
様
の
こ
と
は
唯
今
日
本
の
風
俗
に
向
き
申

さ
ず
候
」
と
い
い
、
女
性
の
独
立
し
た
人
格
と
男
女
平
等
を
指
摘
し
、

学
問
の
力
を
説
く
。
女
子
教
育
機
関
、
課
程
内
容
と
学
習
年
齢
を
記
し
、

特
に
二
十
七
・
八
歳
の
女
子
の
通
学
に
着
目
し
、
「
実
に
恐
ろ
し
き
様
」

で
、
「
大
体
の
男
は
連
も
相
叶
ひ
申
さ
ず
候
」
と
い
う
。
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こ
れ
に
よ
り
「
此
地
の
風
俗
を
見
受
け
る
よ
り
始
め
て
発
明
」
し
た

体
験
か
ら
、
「
た
と
へ
男
た
り
と
も
女
た
り
と
も
同
じ
人
間
に
候
」
と
い

う
認
識
に
至
り
、
「
女
な
ら
ば
西
洋
に
生
れ
候
事
に
御
座
候
」
と
結
論
づ

け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
謙
斎
が
到
達
し
た
人
間
観
、
す
な
わ
ち
近
代

的
認
識
と
い
う
文
化
変
容
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
帰
国
後
の

思
想
形
成
に
ど
の
よ
う
に
働
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
検
証
す
べ
き
一
観

点
で
あ
る
。

現
在
、
酒
井
シ
ヅ
教
授
の
下
に
池
田
文
言
研
究
会
が
結
成
さ
れ
、
私

も
末
席
の
一
員
と
し
て
謙
斎
宛
諸
家
耆
状
を
翻
字
し
て
い
る
が
、
上
記

の
人
間
的
側
面
も
さ
り
な
が
ら
、
軍
医
・
侍
医
・
大
学
行
政
上
の
顕
官

歴
任
と
人
事
管
掌
、
同
経
歴
の
医
学
系
官
僚
と
の
相
違
点
、
患
者
と
の

関
係
な
ど
に
収
敵
す
る
よ
う
な
諸
問
題
を
通
じ
、
総
じ
て
医
師
の
も
つ

カ
リ
ス
マ
性
の
形
成
過
程
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

（
岩
崎
鐵
志
）

〔
発
行
人
・
高
崎
斐
子
、
安
部
恭
子
、
安
部
信
愛
、
札
幌
市
中
央
区
北
七
条

西
十
九
丁
目
、
電
話
○
二
’
六
二
一
’
○
八
六
九
、
一
九
九
一
年
七
月

刊
、
Ｂ
五
判
、
二
○
八
頁
、
定
価
五
一
五
○
円
〕

細
菌
学
者
野
口
英
世
に
関
す
る
著
述
は
、
生
存
中
の
野
口
を
し
て
〃
こ

ん
な
出
轌
目
を
〃
と
嘆
か
さ
せ
た
「
発
見
王
野
口
英
世
」
（
大
正
四
年
）

以
来
そ
の
数
を
確
め
得
な
い
。
戦
前
は
靖
国
思
想
に
基
づ
く
二
宮
尊
徳

と
共
に
、
神
格
巨
像
修
身
教
材
に
さ
れ
、
戦
後
は
そ
の
反
作
用
で
人
間

山
本
厚
子
著
「
野
口
英
世
知
ら
れ
ざ
る
軌
跡
」

野
口
像
の
追
究
が
、
梅
毒
病
原
体
純
粋
培
養
、
黄
熱
病
原
菌
発
見
の
誤

り
か
ら
遂
に
は
自
殺
説
に
ま
で
進
展
し
て
来
た
。

著
者
は
、
わ
が
国
経
済
援
助
計
画
調
査
団
通
訳
と
し
て
現
地
に
滞
在

中
、
野
口
の
南
米
・
ア
フ
リ
カ
に
紗
け
る
黄
熱
病
の
取
組
み
と
、
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
等
の
調
査
に
基
づ
き
、
妻
メ
リ
ー
に
焦
点
を
当
て
た

も
の
で
、
メ
リ
ー
の
記
述
は
稀
少
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
部
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
駆
け
巡
っ
た
国
際
人
の
パ
イ
オ
’
一
ア
。

第
二
部
は
伝
記
か
ら
抹
殺
さ
れ
た
メ
リ
ー
・
ロ
レ
ッ
タ
・
ダ
ー
ジ
ス
。

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

メ
キ
シ
コ
に
つ
い
て
は
、
野
口
が
当
地
を
訪
れ
た
時
は
二
十
九
歳
の

医
学
生
で
、
野
口
の
寝
食
を
忘
れ
研
究
に
没
頭
す
る
姿
に
強
く
影
響
を

受
け
、
毎
日
講
義
も
受
け
た
と
い
う
オ
ト
リ
オ
・
ビ
ジ
ャ
ヌ
エ
バ
博
士

長
女
よ
り
の
聞
き
取
り
、
「
賢
者
野
口
英
世
博
士
が
到
着
」
の
標
題
に
な

る
現
地
新
聞
記
事
、
ユ
カ
タ
ン
州
立
医
薬
科
大
学
名
誉
医
学
外
科
博
士

号
授
与
に
関
す
る
通
知
案
内
状
と
式
典
の
状
況
等
を
同
大
学
資
料
に
基

づ
き
記
載
し
て
い
る
。

ペ
ル
ー
に
つ
い
て
は
「
オ
ロ
ャ
熱
病
原
体
バ
ル
ト
ネ
ジ
ャ
・
バ
シ
リ

フ
ォ
ル
シ
ス
の
培
養
」
が
記
さ
れ
た
一
九
二
六
年
官
報
、
ペ
ル
ー
公
衆

衛
生
局
長
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
レ
ン
テ
よ
り
得
た
在
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の

野
口
に
宛
て
た
ペ
ル
ー
で
の
講
演
会
要
請
、
オ
ロ
ャ
熱
の
研
究
な
ど
三

通
の
書
簡
コ
ピ
ー
を
含
む
ペ
ル
ー
国
立
公
衆
衛
生
研
究
所
の
資
料
、
一

九
八
二
年
日
本
国
の
無
償
資
金
援
助
計
画
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
、
国
立

精
神
衛
生
研
究
所
オ
ノ
リ
オ
・
デ
ル
ガ
ー
ド
ヒ
デ
ョ
・
ノ
グ
チ
の
初
代

所
長
に
よ
る
、
オ
ロ
ャ
熱
に
並
ぶ
精
神
病
学
上
の
野
口
業
績
、
黄
熱
病
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